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　海棠の木が、はらはらと、残り少ない花びらを、薄い月明かりの元でゆっくりと散らすその光景に、崑崙は少年のような純粋な瞳で見入っていた。その光景は、崑崙の頭の片隅にある懐かしい光景を思い出させた。おそらく雪の降る光景だ。故国、雪国の…。

　その俊足で、時空を越え、故国の滅亡の瞬間を目の当たりにした崑崙は、怒りのあまりに、「無歓を倒す」と言って、鬼狼の目の前から立ち去ったが、考えてみると、彼の湾刀を持ってきてしまった。さすがに、これは返さなければと、崑崙は、とりあえず、二人が初めて出会ったあの、海棠の古木の場所で、鬼狼を待っていた。

　気配を感じ、振り返った崑崙は、鬼狼の姿を見つけた。

「ここにくれば、会えると思っていた。さっきはすまなかった。とにかく、これを返さなきゃと思って…」

そう言って、崑崙は蛇の形をした湾刀を持ち主である鬼狼に差し出した。鬼狼は、ゆっくりと崑崙に近づくと、その刀を受け取る。

「俺は…」

俯き加減に小さな声で、何かを言おうとした鬼狼に、

「生きたいと思うことは、大切なことだ。」

　崑崙は、そういって、微笑んだ。

―――――

　三年ほど前まで、雪国と呼ばれていたその地には、今は以前ほど雪が降っていない。寒さだけは以前のままだったが、雪国人とその運命を共にしたかのように、雪は、かつて、地平線の向こうまでも真っ白に染まったその地に、今はもう、雪が積もっても、あの様に、ずっと、降り積もることはなかった。

しかし、その夜は、以前の雪国のように、何日もしんしんと雪が降り続いていた夜で、かつてのように、人間がすっかり埋もれてしまうほどの高さにまで、雪が降り積もっていた。

その地のはずれに、この地を治める、北の公爵・無歓の邸宅はあった。先代の公爵が亡くなり、若くしてその跡を継いだのが無歓で、この地の統治が、彼に王から最初に受けた任務であった。

公爵家という何不自由ない家に生まれ、その爵位を継ぎ、目の覚めるような美貌を持ち、誰もが欲しがるものを、何もかもを生まれながらにして全て持っていた無歓。彼は、戦場に赴くことはあっても、基本的には自ら、戦うことは少なかった。それは、彼の部下は優秀な者が多く、彼自身が戦わなくても、大概の戦は片がついてしまうからだったが、無歓自身は、かなりの武術の使い手だった。それは、特に努力したわけでもなく、天性の天才とも言うべき能力をもっていたとしか言い様のないものだった。

そんな、才色兼備、文武両道な若き公爵を誰もが、羨んではいたが、無歓本人は、いつも何かに渇いたような、そんな心をもてあましていた。

「鬼狼は？」

　邸宅の外で、番をしている近衛兵に、無歓が少し苛立った声で、奴隷の所在を聞くと、近衛兵は急いで探してまいりますと、その場を立ち去ろうとした。が、

　「いや、呼ばなくて良い」

　と、無歓はその近衛兵を静止し、一度、部屋の中に戻ると、白い上質の上着を羽織り、獣の皮と毛皮で出来た、暖かそうな手袋をはめ、出てきた。

　「お出かけでございますか？　供の者は誰に命じましょう？」

　近衛兵が、無歓の出立ちを見て、そう尋ねると、無歓は軽く微笑み、

　「私独りで行く。誰も来なくて良い」

そういって、ツカツカと門へ向かう。

　しかし、近衛兵は

　「この雪の中、ましてや、夜に、お独りでは危険です」

と、なおも、供を申し出たが、無歓はいつも手にしている、金の手の杖を近衛兵の喉元につきつけ、

「邪魔をするな」

　そう言って、静止させ、独り、雪の中へ消えていった。

　無歓が暫く歩いていくと、１本の古びた海棠の木が闇夜に白く、浮かび上がるように、現れた。この地は、白樺といったような極寒に強い木が多く、海棠のような木が、あること事態が珍しかった。

　さすがに、この連日の寒さでは、木は枯れたままで、その枝には、花ではなく、雪が降り積もっていた。

　「鬼狼」

　その木に向かい、無歓がそう言うと、木の陰から、現れたのは、黒孔雀の羽の黒衣を纏った、男。

　「無歓様、このような所に独りでいらっしゃるのは、危険です。」

　そういった奴隷に対し、無歓は、少しムっとした顔をして

　「誰も彼も、同じ事を言うな。」

と、吐き捨てた。

「しかし、皆、心配しているのです」

そう言って、困った顔をする鬼狼を観て無歓は笑い出した。　

「奴隷が、主人に口答えか！。本来ならとっくに殺されているぞ。」

笑いながら、そういう無歓に、鬼狼はハッとして、身を竦めた。しかし、無歓は生来、型にはまった事は好かないタイプらしく、通常は、人間とさえ差別する為に、獣のように歩く奴隷に、四つん這いで歩くことを禁止し、まして、本来は“奴隷”である鬼狼に至っては、家就きの奴隷とは区別し「唯一の無歓就きの奴隷」とし、“刺客”という任務を遂行する為には、一般兵よりも優遇された扱いを受けていた。そんな鬼狼に対し、不満を抱く者が居なくは無かったし、それを、鬼狼も、無歓も知ってはいたが、だからといって、特に何か大きな問題が起こることはなかった。

「私が、この地に来て三年。統治といっても、雪国人は、お前以外は、滅亡し、雪が解けたかと思えば、私を避けるように、何も農作物を実らせないこの大地に、死んだように何も居ない湖。こんな何も無い場所に私を追いやった、あの老いぼれを、どうにかできないものかと、思っている」

“老いぼれ”とは、この国の王のことだった。

そんな危険な思想を抱いている無歓を、鬼狼は何も言わず、畏怖を抱いた目で見ていた。

「こんな話、お前だから言うのだ。誰にも言うなよ。」

無歓はそういって、ふっと笑った。

今日の無歓は、いつになく機嫌がよさげに見えて、鬼狼は少し、安堵の表情を浮かべる。

「色々、考えたのだよ、そして、あることを思いついた。」

笑顔でそういう、無歓に、鬼狼は首を傾げた。が、無歓はまだ、それを誰かに話す段階ではない。とだけ言い。

「だけど、お前には一番に、それだけを伝えたかったのだ」と、そういって、海棠の木を見上げた。

このとき、無歓の胸に、クーデターの計画が浮かんでいる事など、鬼狼には予想できなかったが、それでも、何も無いこの地で、毎日、少し憂鬱そうに暮らす主人が、笑顔で居る事は、少し嬉しくて、ふと、笑みを浮かべた鬼狼に、無歓は、

「お前は、私を憎んでいるのだろう。だが、そうして、微笑んでいるのはなぜだ？」

と、尋ねると、鬼狼は驚いた顔をしてから、困惑の表情を

浮かべると、瞳をそらし、また口を噤む。

三年というその、年月に、鬼狼は雪国人としての誇りも、無歓への憎しみも、故国への悲しみも…、何もかもが薄らいでしまったようにも思えた。しかし、考えてみれば、元々、自分はどこか、雪国人としては、心が、精神が歪んで欠落していたと、ずっと思っていた。

---それは、鬼狼が黒衣を授かり、無歓の奴隷になった初めての夜での会話だった。

「お前は婚姻していたのか？」

無歓の意外な質問に、まだ、奴隷となったばかりで、主人である無歓から、奴隷としての名前を貰っていなかった、彼―鬼狼―は思わず、顔を上げて首を振った。しかし、顔を上げていいと言われていないことを思い出し、さっと、顔を伏せる。それを観た無歓は可笑しそうにクスリ笑うと、

「そんなに畏怖しなくてもいい。奴隷としては間違ってはいないが、私はそこまで堅苦しいのは嫌いなのだ。這って歩く必要も無いし、ずっと平伏している必要も無い。そういう無駄な仕来りは面倒なのだよ。それに、お前は唯一、私の子飼いの奴隷だ。他の奴隷とは違う。堂々としていろ。解ったな。」

そう言うと、無歓は話を戻して続けた。

「婚姻をしていないと言うことは、お前はまだ、女を知らぬままということか。」

面白そうに無歓はそう言い、舐めるような視線で彼を見る。彼は顔を上げて、その視線を受けていたが、徐々に視線が泳ぎ始め、その視線に耐え切れないというように眼を閉じると、羞恥の表情を浮かべた。雪国では、婚姻をするまで、そして婚姻をした相手以外と契りを結ばない。なので、婚姻していなかった彼は、未だに他人の身体を知らないのである。更に、恋愛結婚が通常の国の中では婚礼の年齢は早いことが多い。おそらく無歓と差ほど歳の差が無いと思われる彼が未だに独り身だというのは、相当珍しい事だった。そんな彼に対し、無歓はますます興味を覚え、相手の気持ちなど知る由もなく、尋ねる。

「お前の歳で、何故、今まで婚姻をしなかった？お前は雪国人の中でもかなり美しい顔立ちをしていたし、能力も高そうだったのに。」

ストレートに尋ねてくる無歓に、彼は胸の痛みを耐えるような小さな呻を漏らすと、「解りません」と、苦しそうに声を押し出し、口を噤んだ。

　その後、無歓は鬼狼に、その話をそれ以上はした事はなかったが、いつ、それを尋ねられるかと、少しビクビクしていた。無歓のそういった類の質問は、鬼狼にとって自分の心の奥底にある、小さな棘を刺激するものだった。奴隷になるよりも遥かに昔から心の奥底にある棘。それは、思春期を迎えた頃から痛みを増大させていき、未だに取れぬ棘。そして、無歓が、男女問わず、夜伽を命じ、その指名を聞いた鬼狼がその相手を無歓の元へ連れてきて、その間、無歓の閨の外を警護するのは鬼狼の役目であったが、その際も、その棘は、小さく疼く。

　雪国人としても、人間としても、劣等感を抱いてきた鬼狼のその棘の原因は、何なのか、本当は自身で薄々気がついていたのだが、認めたくなかったのだ。

女性を、美しいと思うことはある。暫く前にこの地を訪れた、絶世の美女と言われる王妃を、影ながら見かけたときは、確かに、美しいと思ったが、それ以上の感情は芽生えてこなかった。

その時、鬼狼は、自分の心の棘が、歪んだ性癖によるものだと気がついた。世間的に、戦場では性欲を満たす為に同性を抱くことはあっても、愛することの無い世界。ましてや、争いの無い雪国では、子孫を残すことの無い、同性を愛する行為など、思いもつかない民族なのだ。そんな中で、幼い頃から、自分の性に違和感を覚えることは無かったものの、異性にさして興味を持てなかった鬼狼は、自分を劣等感の塊にしていったのだ。外見も、雪国人の中では中々の美しさを持ち、体格もよく、運動能力の高い彼だったが、その心の歪みだけは拭いきれず、雪国人としての誇りや高貴さを、歪ませてしまったのだと、自分でもわかっていた。

雪の積もる、海棠の木を見上げる主君の横顔を、鬼狼は静かに見つめていた。すると、その視線に気がついた無歓は、

「近くに、来い」

と、自らの手を伸ばして、鬼狼の黒衣を掴むと、グイっと引き寄せた。

「あ…」

息のかかる程の近くにまで引き寄せられ、鬼狼は困惑した顔を浮かべると、自分の視線よりも、ほんの少しだけ下にある主人の視線から逃れるように、その視線を反らした。そんな鬼狼の反応に、無歓は、まぁ、仕方ないか、とでも言いたげな顔をしてから、鬼狼に背を向けて、彼の腕を取ると、自分を後ろ抱きにさせて、鬼狼ごと黒衣で自らの身を包ませた。

「やはり、羽毛というのは暖かいな。」

　無歓は、嬉しそうにそう言ったが、突然のことに、鬼狼は動揺したまま、どうしていいか解らなかった。鬼狼のその手は、自分を、しっかりと抱きしめさせるようにさせたまま、無歓が握っている。考えて見れば、羽毛などよりも、遥かに暖かで上等な上着を着ている無歓は、差ほど寒いはずもないと思われたが、鬼狼が、それを口にすることは無かった。

　「こうしてみると、この木に、花が咲いているようだ。」

見入ったように、雪の積もる海棠の木を見上げる無歓は、嬉しそうに、そう言った。確かに、降り続く雪は、花びらのようだった。

　無歓が、かすかに、自分を抱く鬼狼の手が、震えていることに気がついたのは、その時だった。それは、恐怖や、寒さの震えでは無いことは解っていた。緊張しているだとすぐに気がついた。だが、無歓はわざと聞く

　「私が、怖いか？」

　「い、いえ…」

　急いで首を振る鬼狼の鼓動が、先よりも一層、激しくなる。そして、自分の腕の中にいる、無歓の、ほのかに冷たく、美しい香りが、鼻腔を刺激する。

　「さすがに、身は温まっても、顔が寒いな。特に、唇が寒い。鬼狼、なんとかしろ。」

　振り返るように、そういった無歓に、鬼狼は驚いた顔をして、思わず、身を離そうとしたが、腕をきっちりと無歓につかまれたままで、どうにもできなかった。

　「か…からかわないで下さい…」

　消え入りそうに、困った声でそういう鬼狼に、無歓はクスクスと笑う。

　

　---鬼狼が奴隷になったその最初の夜に、奴隷としての初めての命を受けた。それが、無歓の夜伽だった。

　自分以外の身体を知らず、ましてや、黒衣の力で痛みはないとはいえ、ケロイドに覆われた体の一部は、既に黒衣と一体化しており、人間の身体でさえなくなっている鬼狼は、生殖器はあり、黒衣の力により、性的快感は得られるものの、女性を妊娠させ、子孫を残す能力は失われていた。言わば、抱き人形の能力しかなかった。

　しかし、本来、それ以外の能力など、夜伽には必要の無いことだったし、無歓は自分を満足させることの出来る体があれば、それでよかった。

　接吻の仕方はおろか、相手の襟の寛げ方も何も知らなかった鬼狼に、無歓は一つ一つ、手ほどきをしていった。

　「夜伽の役目は選ばれたものにしかさせていない。他の者達は、私がどのように他人と交わるかなど、知らないのだ。光栄に思えよ。」

　夜着の前を寛げ、下履きを脱ぎ、床の上で艶かしく身体をくねらせる無歓に、鬼狼は眩暈さえ覚えた。自分の裡に眠っていた、黒い感情が、沸沸と湧きあがってきて、心臓を早鐘のように鳴らした。

　「まず、服従の証を見せてもらおうか」

　無歓は、高揚した声を隠すことなく、そういうと、隆起した自らの其れを、口で慰むように、鬼狼に命じた。

　鬼狼は、恐る恐る、舌先をそっと、無歓に絡めた。

　「…嗚呼っ…」

　…そして、月が沈みかける頃、無歓は何度目かの絶頂を過ぎ、胸の深くに吸い込んだ冷たい空気を吐き出し、ようやくその身の深くに、鬼狼を受け入れた頃、無歓の背を駆け抜ける、痺れるほどに待ちわびた快感は、鬼狼にも同じく訪れていた。

「からかってなど居ない。寒いのだ。なんとかしろ。」

　明らかに、自分の心を弄んでいる無歓に、鬼狼の心臓が、大きく脈打つ。あの、ただ一度だけの夜伽。その夜の事を、不意に思い出してしまうからだ。

　今、腕の中に居る無歓は、確かにあの時、自分が抱いた人で、その温もりも、吐息も、何一つ変わらない。

　そして、鬼狼は、花びらのようにはらはらと舞う雪の中、すうっと、冷たい空気を吸い込むと、腕の中で振り返り、自分を見上げる主君に、自らの唇を重ねた。

―――――

「ここに来る途中、大将軍が、無歓の罠にかかり、捕らえられたと聞いた。お前の愛する女もだ。どちらにしろ、城へ…無歓の元へ行かなければならないわけだ.私も行く。」

自分に、優しく微笑んでくれた崑崙に、鬼狼は堂々とした顔を上げて、そう言った。

「ありがとう。だけど、本当にお前は、無歓を倒せるのか？」

　崑崙は、馬鹿にするわけではなく、主人と奴隷という二人の立場を理解した上で、心配そうに聞いた。

　鬼狼は、苦笑しながら、海棠の古木に近づき、その木に抱きつくと、そっと瞳を閉じた。

　「俺は、無歓様を既に裏切った身。あの人は、私を許しはしないだろう。それなら、戦うしかない。」

　そう言って、鬼狼が悲しげに瞳を開け、崑崙を振り返った。

　「あ…」

　その光景に、崑崙は、息を呑んだ。

　確かに、鬼狼の顔の半分はケロイドに覆われ、背は軽く曲がったままで、歪な格好をしてはいたが、海棠の古木と並んだその姿は、あまりに綺麗だったのだ。

　憂いを帯びたその目に、悲しげに舞う、雪のような花びら。

「どうした？」

鬼狼が尋ねると、崑崙はハッとして、首をふった。そして、思わず、その光景から思い浮かんだ疑問を、口に出していた。

「もしかして、鬼狼は、無歓の事を…」

そこまで言って、更に、意識をやっと取り戻したかのように、「いや、なんでもない」と言ったのを見て、鬼狼は少し、ホッとした表情を浮かべた。

お互い、元々、奴隷という立場だった。特に崑崙は幼い頃から、奴隷として生きてきた。奴隷が主人に対してする事の中に、性的なことがあること位は知っているだろう。そして、その純粋な瞳は、鬼狼の心の棘を見抜いたのかもしれない。けれど、鬼狼はそれを恥じることは無かった。自ら進んで、言おうとは思わなかったが、誰かに、自分のこの気持ちを知っていて貰える事を、望んでいたのかもしれない。

「いつか、お前が、俺に教えてくれた言葉を、覚えているか？俺は、それをとても大切な言葉として、この胸に刻んだ。」

崑崙が、そう言うと、鬼狼は微笑んで、頷く。崑崙は続けた。

「鬼狼…お前が教えてくれたんだ。人を愛するのに、時間は関係ないと。お前が、誰を愛し、誰を思うのか、それは自由だ。そういうことだろう？」

　それを聴いた鬼狼は、微笑んで言った

　「誰かを、愛するというのは、色恋だけの話じゃない。憧れも、憎しみも…、結局、全ては、そこに繋がるものだ。」

　崑崙は、それをじっと聴いていたが、良く解らないと言ったような表情で、鬼狼を見つめた。だが、鬼狼は、それでいいと言うように小さく頷いてから、瞳を閉じ、そして、ゆっくりと開くと、意を決したように

　「時間が無い。行こう。花鎧は俺が探すから、お前は大将軍と王妃を探せ」

　そういうと、闇に溶けるように、鬼狼はその姿を消した。

　「城に、何者かが侵入したようです」

　近衛兵の報告を受けた無歓は、にやりと笑みを浮かべた。

　「ようやく、帰ったか…」

　確実に戻ってくるとは思っていなかったが、奴が自分からは絶対に離れることは無いだろうと、根拠は無いが、自信はあった。アレは、自分の所有物なのだ。手放すくらいなら、自ら壊してしまえばいい。

　「奴らの目的は解っている。余計な手出しは無用だ。あれは私のものだ。私が何とか始末をつける」

無歓はそう言って、金の錫杖で首を切る動作をした。

　「誰も、手出しは無用だ。邪魔をする者は、切って捨てる」

　自分の言葉に、ゾクリとする感覚が、電流のように身体を走った。

　それは、嫌な感覚ではなく、寧ろ、快感であった。

　その快感に、無歓は身を震わせ、自らの身を抱きしめて、微笑んだ。

　燃え上がる炎を　美しいと思った

　私の何もかも焼き尽くし　喰らい尽くす光

　それは既に私の心の闇に灯っていた

　青白い　あの炎は

　いつしか　私を本当に喰らい尽くしてしまうだろうと

　解っていた

　

　臆病な私を嘲笑(わら)えばいい

　きっと　最期に貴方を見つめる事は出来ないでしょう

　けれど

　あの炎を私に放った瞬間から

　私は貴方だけのものなのです

　

　この痛みも　悲しみも　苦しみも

　貴方のものだという証

　そして、

　この　呪いにも似た　想いも

　

　そして　いつか　もう一度

　あの雪の中で

　貴方の温もりを感じたかった

「死は、思ったほど怖くは無い…」

帯に手をかけた瞬間、蘇ってきたのは、あの炎の熱さ。

けれど、鬼狼はそれを苦しいとは思わなかった。

最期に、雪国人としての誇りを、同族が取り戻させてくれた。それだけで、この身を焼き尽くしていこうとする、炎を、受け入れる勇気がもてたのだ。

視界の隅に、無歓の姿が見えたが、表情を見ることは叶わなかった。もう、視界は、既に、ぼやけて、白く全てが消え行こうとしていた。

　

真っ白に…

　

俺は本当に好きだったんだ。あの白く美しい、孤高の国…雪国が。

今は、自分がその雪国人だという事を、誇りに思える。
　　最期に見たのは、黒い羽根が一枚、高く高く舞い上がる姿だった

月に昇るようにゆっくりと　誰にも気づかれずに舞い上がっていく

この羽根は、いつか、誰かの元に舞い落ちるのだろうか？

なんとなく、そう、思ったが、

答えが出る前に　鬼狼の体は　灰となって消えた。

